対支文化事業と吾人の之に対する若干の希望 by 田崎 仁義
雑
録
對
支
文
化
事
業
と
吾
人
の
之
に
對
す
る
若
干
の
希
望
田
崎
仁
義
l一
現
に
企
て
ら
れ
既
に
其
の
貨
行
に
薯
芋
せ
ら
れ
て
居
り
、
日
華
両
国
人
の
一
部
の
も
の
に
よ
り
て
初
茸
に
期
待
せ
ら
れ
て
居
る
封
支
文
化
事
業
な
る
も
の
は
如
何
な
る
目
的
意
義
を
以
て
起
さ
れ
た
る
や
三
言
ふ
に
、
大
正
十
二
年
三
月
十
五
日
第
四
十
六
試
合
衆
議
院
に
於
て
時
の
外
務
大
臣
内
田
伯
が
封
支
文
化
事
業
特
別
合
計
法
条
を
提
出
し
た
る
際
に
行
ひ
た
る
説
明
演
説
に
其
の
要
旨
は
亜
さ
れ
て
居
る
、
白
く
。
我
国
と
支
那
と
が
古
雑
特
殊
賢
慮
の
関
係
に
あ
り
ま
す
る
こ
亡
は
、
私
が
立
に
喋
々
す
る
迄
も
あ
り
ま
せ
ぬ
。
而
し
て
此
日
支
両
国
民
の
問
に
具
の
了
解
を
訝
す
薯
に
は
狗
ら
政
治
的
経
済
的
方
面
の
み
な
ら
ず
、
文
化
的
方
面
に
於
き
ま
し
て
も
互
に
大
い
に
努
力
を
致
す
必
要
が
あ
る
と
存
じ
ま
す
。
帥
ち
之
が
南
国
民
間
の
了
解
の
根
概
を
な
す
も
の
ど
存
じ
ま
す
る
。
時
々
起
う
ま
す
る
時
々
の
皆
河
の
問
題
を
離
れ
て
、
永
遠
の
国
是
と
致
す
べ
き
も
の
ど
信
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
之
ま
で
支
那
に
於
き
ま
し
て
、
本
邦
人
の
手
に
経
螢
せ
ら
れ
ま
し
た
文
化
事
業
は
和
合
に
ご
ざ
い
ま
す
が
、
其
規
模
が
概
し
て
小
さ
く
其
範
囲
も
割
会
に
狭
か
っ
た
の
で
ぁ
り
ま
す
政
府
に
於
き
ま
し
て
は
、
放
て
是
等
の
対
立
文
化
串
琴
羞
口
人
の
之
に
封
ず
る
若
干
の
希
望
一
七
一
商
業
さ
怪
涜
w
」ご
vf
遺
憾
ご
致
し
ま
し
て
若
干
の
施
設
に
謝
し
て
は
図
裂
を
支
出
し
て
補
助
ケ
加
へ
、
且
つ
之
ケ
奨
励
し
来
っ
た
の
で
め
り
ま
す
、
然
る
に
御
承
知
の
如
〈
大
正
六
年
十
二
月
よ
り
昨
年
十
二
月
ま
で
印
ち
過
去
五
箇
年
間
支
梯
延
期
中
で
あ
り
ま
し
た
所
の
義
和
問
事
件
賠
償
金
の
支
挑
が
再
開
せ
ら
れ
ま
し
て
、
昨
年
の
十
二
月
よ
り
は
所
定
の
金
額
が
日
本
に
経
入
る
こ
ご
に
な
っ
た
の
で
あ
h
ま
す
。
此
賠
償
金
元
利
は
今
後
二
十
三
倍
年
間
に
年
賦
を
以
て
償
却
を
受
け
る
こ
さ
に
な
っ
て
居
b
ま
す
、
又
山
束
餓
道
の
補
償
ご
致
し
ま
し
て
交
付
な
受
け
ま
す
る
図
庫
詮
券
中
賠
償
金
特
別
合
計
に
属
す
る
分
が
公
有
財
産
及
び
製
臨
業
の
補
償
ご
し
て
交
付
ケ
受
け
る
図
庫
詮
応
分
中
製
崎
山
業
者
に
交
付
す
べ
き
も
の
や
-
除
き
ま
し
た
も
の
は
、
十
五
ヶ
年
間
に
其
一
冗
利
を
償
還
す
る
こ
ど
冶
な
っ
て
居
b
ま
す
、
又
山
来
に
於
げ
る
鎖
山
に
濁
す
る
補
償
さ
致
し
ま
し
て
交
付
を
受
け
ま
す
る
現
金
中
.
賠
償
金
特
別
合
計
に
繰
入
れ
ら
る
べ
き
一
分
を
除
き
た
る
残
額
を
も
加
べ
ま
し
て
本
特
別
合
計
の
財
源
ざ
致
し
ま
し
て
七
一
一
般
お
支
文
化
事
業
の
結
局
に
査
す
こ
ど
〉
致
し
た
く
本
案
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
次
第
で
ご
5
い
ま
す
、
而
し
て
此
事
業
が
永
年
に
亙
h
ノ
継
続
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
り
ま
す
る
が
故
に
、
成
く
可
く
多
〈
の
資
金
合
積
立
て
る
の
必
要
が
あ
り
ま
す
4
}
之
に
鑑
み
ま
し
て
、
之
を
特
別
合
計
ご
致
し
た
次
第
で
あ
り
・
ま
す
、
本
特
別
合
計
泌
案
の
目
的
さ
致
し
ま
す
る
事
業
の
範
同
は
大
陸
之
ケ
殺
育
、
mT義
、
衛
生
及
び
救
他
に
限
る
こ
芝
、
致
し
ま
し
て
、
事
柄
の
性
質
上
急
速
に
其
・
淡
町
ポ
ル
仏
政
め
る
こ
さ
は
誠
に
困
難
で
あ
り
ま
す
唱
』
ご
は
申
す
迄
も
な
い
三
}
ご
で
あ
り
ま
す
が
、
其
賀
施
の
方
治
に
悶
し
ま
し
て
は
篤
ご
考
究
調
査
や
-
裂
す
る
必
一
妥
が
ゐ
り
ま
す
、
ぞ
れ
放
に
十
二
年
皮
に
於
き
ま
し
て
は
差
掛
り
必
要
訟
成
じ
て
足
り
ま
す
所
の
在
本
邦
支
那
沼
山
学
生
の
皐
資
補
給
及
び
山
東
省
に
於
げ
る
病
院
.
氏
ナ
校
経
政
官
の
補
助
、
其
他
一
一
一
二
の
事
柄
に
到
し
ま
し
て
必
突
な
る
支
出
じ
止
め
‘
十
二
年
度
に
於
き
ま
し
て
は
専
ら
将
来
行
ふ
べ
き
事
柄
に
閲
す
る
調
査
に
カ
を
議
し
た
い
考
へ
で
ご
ぎ
い
ま
す
、
一
姿
細
は
別
に
提
出
致
し
ま
し
た
所
の
本
特
別
合
計
大
正
十
二
年
度
追
加
珠
算
に
依
り
御
承
知
子
頗
οた
う
ご
ぎ
い
ま
す
、
倫
ほ
文
化
事
業
な
る
も
の
は
其
性
質
上
各
方
面
の
協
力
を
侯
つ
に
あ
ら
ぎ
れ
ば
其
始
以
果
ケ
奉
げ
得
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
か
ら
、
本
事
業
に
お
し
ま
す
る
調
査
及
び
其
経
後
方
針
等
に
付
き
ま
し
て
、
我
朝
野
有
識
者
の
意
見
を
徴
す
る
潟
め
、
追
て
迫
秒
間
の
機
関
ケ
設
く
る
の
み
な
ら
歩
、
又
進
ん
で
支
那
官
民
の
立
見
を
も
徴
す
る
結
局
め
、
相
岱
な
る
方
、
法
令
」
議
じ
た
い
積
り
で
ご
5
い
ま
す
。
而
し
て
其
合
計
注
案
は
僅
か
の
字
句
の
修
正
争
加
へ
た
る
の
み
に
て
一
同
協
ケ
遮
過
し
公
布
せ
ら
れ
た
次
の
如
き
も
の
で
ゐ
る
。
調
支
文
化
事
業
特
別
合
計
法
第
一
俗
説
支
文
化
事
業
助
長
の
忽
特
別
合
計
子
設
置
し
其
の
歳
入
を
以
て
其
の
歳
出
に
充
つ
。
第
二
一
保
左
に
掲
く
る
詮
券
は
之
ケ
本
合
計
に
邸
屈
せ
し
む
J
一
明
治
三
十
四
年
支
那
図
及
列
国
最
終
議
定
川
バ
支
文
化
事
業
吉
正
口
人
の
之
に
封
す
る
若
干
の
希
望
者
第
六
僚
の
規
定
に
依
り
支
那
国
政
府
よ
り
受
卸
し
た
る
四
分
利
付
支
那
園
債
券
。
二
山
東
懸
案
解
決
に
閲
す
る
俊
約
第
六
俊
及
第
二
十
五
係
並
山
束
懸
案
細
目
協
定
第
十
九
伎
の
規
定
に
依
り
支
那
国
政
府
よ
り
交
付
を
受
く
る
図
庫
詮
券
中
製
臨
業
者
に
交
付
す
る
も
の
を
除
き
た
る
も
の
。
三
山
東
懸
案
解
決
に
関
す
る
倹
約
第
十
五
係
及
第
十
八
保
並
山
来
懸
案
銭
道
細
目
協
定
第
四
僚
の
規
定
に
よ
り
支
那
国
政
府
よ
り
交
付
を
受
く
る
図
庫
詮
券
中
賠
償
金
特
別
合
計
に
蹄
屈
せ
し
め
ら
る
へ
き
も
の
訟
除
き
た
る
も
の。
第
三
保
山
束
懸
案
解
決
に
関
す
る
倹
約
第
二
十
二
僚
の
規
定
に
依
り
設
立
せ
ら
、
れ
た
る
舎
一
枇
よ
り
山
東
懸
案
細
目
協
定
第
二
十
四
伎
の
規
定
に
よ
り
支
桃
子
受
く
る
補
償
金
中
賠
償
金
特
別
合
計
に
繰
入
れ
ら
る
へ
き
も
の
や
」
除
き
た
る
残
領
は
之
を
本
合
計
に
絞
入
る
へ
し
。
第
四
僚
本
合
計
に
於
て
は
左
に
掲
〈
る
諸
政
入
一
七
三
官
主
主
経
部
を
以
て
其
歳
入
ざ
す
。
一
所
属
設
券
の
償
還
元
利
金
。
二
所
属
資
金
の
運
用
利
殖
金
Q
三
寄
附
金
。
四
所
属
雑
牧
入
ω
第
五
係
本
合
計
に
於
て
は
左
に
掲
ぐ
る
事
業
に
関
す
る
諸
費
用
ぞ
以
て
其
の
歳
出
ご
す
J
一
支
那
闘
に
於
て
行
ふ
へ
き
殺
育
、
皐
装
、
街
生
、
其
他
文
化
の
助
長
(
原
案
に
は
街
生
の
次
に
「
及
救
他
に
閲
す
る
事
業
』
さ
あ
り
し
ケ
『
其
他
文
化
の
助
長
』
さ
修
正
せ
ら
れ
た
り
)
。
二
帝
国
に
在
留
す
る
支
那
図
人
民
に
劃
し
て
行
ふ
へ
き
前
就
に
謁
〈
る
事
業
さ
同
担
の
事
業。
三
帝
国
に
於
て
行
ふ
へ
き
支
那
国
に
関
す
る
向
学
術
研
究
の
事
業
。
第
六
俊
寄
附
金
に
し
て
特
に
用
念
ケ
指
定
し
た
る
も
の
は
英
の
伐
件
に
従
ひ
之
を
使
用
す
ヘ
し
第
七
保
本
合
計
の
歳
出
額
は
寄
附
金
に
依
る
も
一
七
四
の
や
」
除
く
の
外
毎
年
皮
二
百
五
十
前
回
全
超
過
す
る
こ
ご
ケ
得
す
。
第
八
傑
本
合
計
の
決
算
上
剃
徐
金
全
生
す
る
ご
き
は
之
を
積
立
つ
へ
し
。
第
九
俊
本
合
計
の
資
金
は
大
戒
名
預
金
部
じ
預
入
れ
之
合
運
用
す
る
こ
ど
を
得
。
第
十
保
政
府
は
毎
年
本
合
計
の
歳
入
歳
出
珠
算
ルn-
調
製
し
一
成
入
歳
出
の
総
務
算
ご
倶
に
之
ケ
帝
図
議
舎
に
提
出
す
へ
し
。
附
則
本
法
は
大
正
十
二
年
度
よ
り
之
を
施
行
す
。
大
正
十
一
年
一
般
合
計
に
於
て
明
治
三
十
四
年
支
那
国
及
列
図
最
終
議
定
書
第
六
僚
の
規
定
に
よ
り
支
那
国
政
府
よ
り
受
領
し
た
る
四
分
利
付
支
那
図
債
券
の
元
利
償
還
金
投
入
ご
し
て
受
入
れ
た
る
金
額
に
相
常
す
る
も
の
は
本
法
施
行
の
際
之
を
本
合
計
の
歳
入
に
繰
入
る
へ
し
ぜ
本
決
施
行
前
第
二
保
第
二
波
及
第
三
械
に
規
定
す
る
図
庫
設
券
に
し
て
本
法
施
行
前
支
那
国
政
府
よ
り
交
付
守
受
け
た
る
も
の
は
本
治
施
行
の
際
之
合
本
合
計
に
防
局
せ
し
t 。，
其
後
調
支
文
化
事
業
調
査
委
員
が
選
任
せ
ら
れ
、
又
外
務
省
内
に
お
支
文
化
事
務
局
が
設
置
せ
ら
れ
束
亜
局
長
た
る
出
淵
勝
治
氏
が
其
の
局
長
を
粂
ね
.
其
下
に
岡
部
事
務
官
朝
岡
事
務
官
等
が
美
事
に
蛍
る
こ
ご
、
な
b
.
並
(
事
業
に
閲
し
て
度
々
委
員
等
が
支
那
に
出
張
し
て
程
々
の
調
査
を
な
し
た
る
上
、
昨
大
正
十
二
年
十
二
月
廿
九
日
及
三
十
一
日
に
外
務
省
に
於
て
日
支
雨
図
問
に
非
↓
公
式
の
打
合
が
行
は
れ
.
日
本
側
よ
b
は
出
、
淵
局
長
、
岡
部
事
務
官
、
伊
膝
書
記
官
、
朝
同
事
務
官
、
支
那
側
か
ら
は
在
一
公
使
、
未
設
育
部
特
涙
員
、
間
以
盗
事
官
、
隊
部
一
e
務
専
員
.
銭
秘
書
官
等
出
席
し
て
十
二
ヶ
僚
の
協
定
事
項
ケ
得
た
が
支
那
側
の
傍
ふ
る
英
の
内
容
は
左
の
如
く
で
あ
る
。
一
、
日
本
に
於
て
割
支
文
化
事
業
に
闘
し
立
案
す
る
時
は
支
那
布
識
階
絞
代
表
の
立
見
を
十
分
等
宣
す
る
こ
ご
。
二
、
国
民
賠
償
金
に
関
す
る
資
金
は
主
ざ
し
て
支
自
文
文
化
卒
業
さ
耳
目
人
の
之
に
泊
す
る
若
干
の
希
望
那
人
経
挫
の
文
化
事
業
に
用
ひ
、
日
本
の
山
束
に
設
立
せ
る
的
学
校
病
院
及
び
現
在
日
本
の
各
国
陸
が
支
那
に
於
て
経
管
し
つ
〉
あ
る
文
化
事
業
の
補
助
費
は
山
束
賠
償
金
中
よ
b
支
出
す
。
三
、
北
京
じ
同
書
館
及
び
精
一
脚
科
卒
研
究
所
を
設
立
す
。
(
註
)
支
那
閣
議
で
は
支
那
人
の
誤
解
を
慮
b
文
化
科
卒
ご
訂
正
3
れ
た
模
様
で
あ
る
。
問
、
上
海
に
自
然
科
卒
研
究
所
守
設
立
す
。
五
、
前
二
項
の
事
業
費
は
別
に
定
む
。
(
附
記
)
前
二
項
の
図
書
館
及
び
研
究
所
の
館
長
所
長
は
支
那
人
中
よ
b
雨
園
の
協
定
せ
る
者
合
以
て
充
ク
。
六
、
終
・
系
図
匪
賠
償
金
項
目
の
資
金
に
剰
徐
あ
る
時
は
、
夏
に
下
記
各
事
業
を
越
す
。
(
甲
)
泡
蛍
の
地
営
選
ん
で
博
物
館
を
設
立
す
(
乙
)
済
甫
に
答
率
校
及
び
附
属
病
院
な
設
立
す。
七
、
第
三
項
よ
b
第
六
項
に
至
る
各
項
の
事
業
に
就
て
は
評
議
員
合
合
設
置
し
、
日
支
雨
図
人
を
一
七
五
商
業
さ
経
許
以
て
之
を
組
織
す
、
主
(
員
数
は
各
評
議
員
合
ご
も
二
十
名
ぎ
し
日
支
雨
図
よ
り
各
十
名
か
山
出
し
雨
図
の
協
定
に
よ
り
支
那
人
中
よ
り
一
名
を
選
ん
で
合
長
ざ
す
。
入
、
北
京
岡
書
館
及
び
研
究
所
の
用
地
は
支
那
攻
府
よ
り
無
償
支
給
す
。
九
、
救
悩
費
の
名
義
は
之
ケ
怒
善
費
又
は
其
他
の
名
稀
に
改
h
u
o
(
附
記
)
十
三
年
の
此
項
の
費
用
は
出
淵
局
長
の
盛
明
に
よ
り
十
両
一
苅
診
以
て
限
皮
ざ
し
十
四
年
度
よ
り
之
子
廃
止
す
。
十
、
留
日
支
那
向
学
生
に
調
し
明
年
反
よ
り
次
の
如
き
方
法
に
よ
り
準
設
な
給
興
す
。
(
附
記
)
向
学
費
支
給
の
期
限
は
雨
図
の
協
定
に
よ
り
十
年
ぎ
す
。
(
甲
)
皐
授
は
一
人
毎
月
入
十
図
ざ
す
(
一
時
毎
月
十
八
一
冗
ご
報
じ
た
る
も
の
あ
れ
ど
其
は
謎
弘
)
。
(
乙
)
此
項
の
準
設
の
支
給
予
受
〈
る
留
早
生
の
数
は
毎
年
度
三
百
二
十
名
を
超
ゆ
る
か
山
待
一
七
六
十。
(
丙
)
前
項
山
中
生
は
各
省
選
出
衆
議
院
議
員
数
及
各
省
の
図
匪
賠
償
金
負
携
績
に
よ
り
各
省
人
員
含
決
定
し
、
大
卒
及
び
専
門
的
学
校
在
的
学
生
中
よ
り
之
子
選
ぶ
。
前
惑
の
大
向
学
専
門
的
学
校
は
濁
支
文
化
事
業
局
及
駐
日
支
那
一
公
使
館
協
商
指
定
す
。
(
丁
)
前
項
に
よ
り
選
抜
せ
ら
る
ぺ
き
向
学
生
は
官
費
生
に
限
ら
十
忍
費
生
訟
も
加
ふ
。
(
戊
)
選
抜
せ
ら
れ
た
る
些
生
に
し
て
成
総
劣
等
或
は
操
行
不
良
な
る
者
は
直
ち
に
其
亭
授
の
支
給
を
停
止
す
。
十
一
、
留
日
支
那
的
学
生
本
年
度
給
奥
は
下
の
方
法
に
よ
る
。
(
甲
)
第
十
項
ご
同
一
の
方
泌
に
よ
る
。
(
乙
)
民
国
十
三
年
一
月
分
よ
り
支
給
す
っ
(
丙
)
従
来
未
納
の
各
m
学
校
の
授
業
料
は
本
年
末
の
分
な
以
て
支
銚
ふ
。
十
二
、
右
卒
尚
武
は
支
那
一
公
使
館
よ
り
支
給
す
。
而
し
て
本
年
(
大
正
十
三
年
)
六
月
下
旬
開
催
せ
ら
れ
た
る
割
支
文
化
事
業
調
査
委
員
合
第
二
回
総
合
に
於
て
第
一
一
事
業
ご
し
て
左
の
如
き
計
霊
が
決
定
せ
ら
れ
、
業
の
珠
算
は
臨
時
議
舎
営
通
過
し
本
年
度
の
支
出
額
九
十
五
一
両
国
も
可
決
せ
ら
る
〉
に
至
っ
た
ω
一
、
六
箇
年
総
絞
事
業
ご
し
て
北
京
に
人
文
科
的
学
研
究
所
並
に
図
書
館
を
、
上
海
に
自
然
科
息
子
肝
究
所
伝
設
置
す
、
此
の
総
珠
算
五
百
表
拾
五
高
図
(
立
〈
後
新
聞
に
表
れ
た
る
所
に
よ
る
ご
六
百
五
拾
高
図
ご
あ
る
が
渓
り
な
ら
ん
!
大
ム
旬
、
七
月
十
入
日
)
。
一
、
十
三
年
反
追
加
珠
算
ご
し
て
九
拾
五
南
国
を
計
上
す
(
北
京
の
分
は
五
拾
七
お
図
、
上
海
の
分
は
会
拾
入
荷
四
三
一
、
北
京
の
研
究
所
及
び
図
書
館
は
銭
筋
コ
ン
ク
ク
I
ト
建
三
府
楼
、
延
坪
二
千
坪
五
ヶ
年
で
竣
功
、
上
海
の
研
究
所
は
銭
筋
コ
ジ
ク
7
1
ト
建
二
居
楼
延
坪
二
千
坪
三
ヶ
年
の
竣
功
の
設
定
。
一
、
北
京
の
俳
究
所
に
は
左
の
入
部
門
伝
設
く
。
哲
卒
、
文
附
学
、
宗
致
、
美
術
、
天
文
、
考
古
庭
史
、
法
制
経
済
。
説
文
文
化
事
栄
之
吾
人
の
之
に
封
す
る
若
干
の
希
望
上
海
の
研
究
所
に
は
左
の
二
部
門
を
置
〈
。
盤
的
九
千
、
理
息
子
。
而
し
て
其
の
建
築
は
本
年
中
に
着
手
せ
ら
る
》
答
で
、
共
の
設
計
は
帝
大
の
内
田
祥
一
二
、
伊
東
忠
太
雨
博
士
之
に
蛍
-b
、
北
京
の
方
の
も
の
は
古
典
的
に
支
那
趣
味
。
γ
多
分
に
取
入
れ
た
立
波
な
る
建
物
に
作
る
佐
官
で
、
上
海
の
も
の
は
賞
用
を
主
ざ
す
る
近
世
式
の
も
の
〉
由
で
あ
る
。
ぬ
川
ほ
右
事
業
に
つ
き
出
、
淵
局
長
の
談
ご
し
て
新
紙
上
に
表
れ
た
る
も
の
(
大
毎
七
月
十
八
日
)
含
見
る
に
。
図
民
事
件
の
賠
償
金
の
費
念
に
就
て
は
各
図
共
に
可
な
り
窓
を
用
ひ
て
居
る
が
、
我
闘
は
右
の
金
に
て
北
京
に
人
文
科
卒
併
究
所
を
建
て
、
日
支
雨
図
か
ら
卒
者
研
究
生
密
集
め
宗
教
、
哲
率
、
法
制
経
済
の
研
究
所
ざ
し
、
上
海
に
は
自
然
科
卒
研
究
所
?
設
け
て
之
を
理
皐
部
.
答
率
部
の
二
部
に
分
け
て
、
理
的
学
部
で
は
支
那
特
有
の
動
物
や
支
那
地
質
の
研
究
に
従
事
し
、
隆
盛
e
部
で
は
楊
子
江
流
域
の
特
殊
病
た
る
官
民
江
亦
痢
を
始
め
支
那
特
殊
の
病
気
を
併
究
す
る
の
で
一
附
図
か
ら
J
で
ん
な
卒
者
を
集
め
一
七
七
商
業
主
経
済
る
さ
か
、
所
長
に
は
諮
ケ
任
命
す
る
ご
か
一
エ
ふ
細
目
に
つ
い
て
は
今
後
支
那
側
ご
よ
く
協
議
し
た
上
で
決
定
さ
れ
る
が
、
支
那
有
力
の
向
学
術
図
陛
た
る
北
京
大
串
ゃ
、
中
華
皐
葱
一
祉
、
教
育
改
進
一
肱
等
か
ら
も
程
々
真
面
目
な
意
見
を
提
出
さ
れ
て
居
る
か
ら
、
十
分
に
之
等
の
意
見
を
も
曾
重
し
、
異
に
m
学
問
的
に
日
支
親
善
を
周
b
、
一
つ
の
立
振
な
機
関
ご
す
る
様
努
力
す
る
つ
も
り
で
あ
る
、
康
束
の
有
力
者
逮
か
ら
も
支
那
の
文
明
を
形
遣
る
も
の
は
中
部
に
於
け
る
上
海
、
北
部
の
北
京
、
南
の
康
束
で
あ
る
の
に
、
そ
の
庚
来
だ
け
に
は
何
等
の
施
設
も
な
ち
な
い
の
は
不
明
で
あ
る
ぜ
一
玄
ふ
て
来
て
居
る
が
第
二
の
事
業
ざ
し
て
は
勿
論
庚
束
に
も
立
涙
な
施
設
合
す
る
積
bd
で
あ
る
。
目
疋
で
見
れ
ば
此
の
濁
支
文
化
事
業
な
る
も
の
が
如
何
に
し
て
企
て
ら
れ
、
又
た
如
何
な
る
主
回
目
で
大
要
如
何
な
る
絡
固
の
事
業
?
忽
さ
ん
ざ
す
る
も
の
で
あ
る
か
さ
一
式
ふ
こ
さ
は
明
か
な
様
で
あ
る
が
、
然
し
日
疋
一
七
入
れ
に
濁
し
て
支
那
側
の
人
々
は
如
何
な
る
戚
を
抱
い
て
居
る
か
さ
云
ふ
に
、
無
論
大
に
喜
び
、
且
つ
期
待
し
て
居
る
も
の
も
あ
る
け
れ
ピ
も
.
叉
た
一
部
の
も
の
は
又
例
の
『
日
支
親
善
の
抑
寅
』
か
さ
一
式
ふ
て
潮
笑
し
て
居
る
も
の
も
あ
り
、
叉
た
中
に
は
、
日
本
は
裳
に
軍
事
提
携
さ
一
玄
ふ
甲
}
ご
を
申
込
ん
で
来
た
が
其
の
質
侵
略
主
義
を
抱
戒
し
て
居
る
の
で
あ
る
芭
て
大
反
調
に
泡
ふ
て
失
敗
に
蹄
し
た
か
ら
、
今
度
は
文
化
提
携
さ
一
式
ふ
こ
さ
で
考
へ
た
の
で
あ
ら
う
。
要
す
る
に
日
本
が
中
園
に
濁
し
て
珠
て
抱
て
居
る
野
心
密
行
は
ん
さ
ー
す
る
手
段
に
過
ぎ
ぬ
。
今
日
世
界
の
大
勢
は
卒
和
ケ
欲
求
し
て
軍
事
的
.
偏
式
的
行
局
局
を
退
け
る
が
故
に
、
ロ
聞
を
換
ヘ
て
文
化
ざ
一
式
ふ
美
名
p
m眠
り
て
来
た
も
の
で
あ
ら
う
さ
一
去
ふ
様
に
猪
疑
の
肢
を
以
て
現
て
居
、
り
、
或
は
事
業
、
の
執
行
機
関
の
組
織
等
に
関
し
で
も
少
な
か
ら
子
疑
問
。
γ
懐
て
居
る
も
の
も
あ
り
、
本
年
五
月
上
旬
頃
に
会
園
教
育
合
聯
合
合
、
庚
子
賠
款
事
宜
委
員
合
、
中
事
会
問
殺
育
経
費
委
員
合
、
中
図
科
卒
一
祉
、
中
華
亭
葱
一
耽
.
的
学
術
研
究
祉
、
中
園
地
質
事
合
.
留
日
大
高
同
率
敦
誼
壮
、
北
京
師
範
大
m
A
て
東
南
大
卒
、
山
西
大
卒
、
式
日
日
師
範
大
卒
等
伐
各
国
陸
は
聯
名
を
以
て
大
妥
左
の
如
き
宣
言
を
後
表
せ
る
こ
ご
が
報
体
」
ら
れ
て
居
る
o
要
す
る
に
文
化
事
業
は
日
本
内
政
の
延
長
で
ゐ
る
今
回
服
部
博
士
.
朝
問
、
小
村
諸
氏
系
京
し
文
化
事
唯
一
本
は
政
治
?
超
越
す
る
も
の
で
あ
る
ぜ
説
明
さ
れ
た
が
、
我
々
も
諸
氏
の
誠
意
ご
日
本
朝
野
の
熱
心
ご
を
信
宇
る
も
の
で
あ
る
が
、
但
し
こ
の
形
式
方
法
は
完
全
に
政
治
の
支
配
を
受
け
て
ゐ
る
。
こ
の
結
は
如
何
に
説
明
さ
れ
て
も
多
数
の
懐
疑
な
免
れ
な
い
ご
こ
ん
で
あ
る
。
況
や
日
本
の
こ
の
事
業
に
聾
す
る
方
法
た
る
や
全
然
官
設
の
性
質
に
扇
し
勝
家
支
那
側
よ
り
奉
加
す
る
場
合
支
那
側
の
資
格
が
客
員
で
ゐ
る
か
、
一
庭
口
貝
で
あ
る
か
、
乃
至
は
属
僚
で
み
の
る
か
剣
明
し
な
い
、
こ
の
結
は
最
も
誤
解
ケ
招
き
H
勿
く
且
つ
解
決
し
難
い
賂
で
あ
る
。
以
上
の
読
解
を
除
き
良
好
の
結
果
?
得
る
匁
に
左
の
郷
泌
を
希
望
す
る
印
ち
日
支
雨
図
よ
、
り
専
門
の
与
者
訟
推
一
応
し
、
日
本
の
皮
子
賠
款
合
以
て
す
る
文
化
事
業
の
一
切
の
事
務
合
誇
主
決
定
並
に
管
理
す
封
文
文
化
事
業
て
苦
人
の
之
に
皆
マ
Z
庶
干
の
希
望
る
こ
ご
、
理
事
の
人
員
は
日
支
折
宇
し
別
に
理
事
長
一
名
を
設
り
支
那
側
よ
り
之
に
蛍
る
事
、
右
の
希
望
は
最
低
限
反
の
も
の
で
あ
る
o
日
本
が
若
し
こ
の
希
望
守
容
れ
な
け
れ
ば
奉
加
す
る
事
ケ
願
は
な
い
云
々
。
以
て
一
部
の
人
々
の
意
向
の
一
斑
一
念
窺
ふ
こ
之
が
出
来
る
の
で
あ
っ
て
、
一
に
は
未
だ
相
互
の
諒
解
が
充
分
徹
底
す
る
に
至
ら
ぬ
結
局
め
で
あ
b
、
又
一
つ
は
近
来
彼
図
に
起
り
つ
、
み
あ
る
排
外
思
想
.
利
擁
回
投
論
等
の
影
響
に
基
く
も
の
で
あ
る
か
ご
思
は
れ
る
。
丁
皮
英
国
(
奉
天
文
那
人
間
に
は
数
百
楼
回
段
、
蓮
勤
起
b
。
溺
銭
沿
線
各
地
に
於
け
る
漏
銭
経
営
の
支
那
人
小
山
学
校
は
日
本
の
利
盆
を
主
ざ
す
る
も
の
で
あ
っ
て
支
那
図
民
性
伝
破
壊
す
る
も
の
で
ゐ
る
、
之
ケ
放
置
す
る
は
支
郊
の
前
、
途
を
危
く
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
支
那
人
に
お
す
る
殺
育
雄
eT
満
銭
よ
り
回
投
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ご
唱
道
宣
侍
し
た
甲
}
ご
も
あ
っ
た
が
、
要
す
る
に
其
の
根
本
勤
機
は
同
一
で
あ
る
ご
見
て
よ
か
ら
う
。
然
し
・
斯
様
な
誤
解
や
反
割
は
何
時
如
何
な
る
事
業
に
も
ゐ
hJ
易
い
-
」
ご
で
あ
る
か
ら
敢
て
格
別
一七
J
丸
商
業
さ
経
持
立
に
介
す
る
こ
さ
も
無
か
る
可
く
、
前
記
協
定
事
項
に
は
支
那
方
面
有
識
者
階
級
の
代
表
的
立
見
は
之
を
舎
宣
す
る
こ
ご
に
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
兵
面
白
な
立
見
は
勿
論
相
営
な
方
法
に
よ
り
て
採
用
通
達
せ
ら
る
〉
答
で
あ
る
。
四
山
川
ほ
も
一
つ
の
議
論
は
此
の
お
支
文
化
事
業
は
純
然
た
る
向
学
術
上
の
事
業
で
、
政
治
上
に
は
何
等
関
係
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
‘
政
客
又
は
政
客
式
卒
者
守
し
て
業
の
研
究
所
長
、
図
書
館
長
、
評
議
員
、
評
議
合
長
等
の
地
位
に
割
込
ま
し
め
て
、
之
ケ
攻
略
的
の
道
具
に
伎
は
す
様
な
こ
ご
を
し
た
く
な
い
こ
ご
、
又
同
事
業
は
其
仕
事
を
各
地
じ
設
け
る
こ
ご
は
事
業
の
寅
際
の
放
呆
を
上
げ
る
に
困
難
で
あ
る
か
ら
、
其
の
カ
を
分
割
し
た
く
無
い
ぜ
一
再
ふ
様
な
議
論
で
、
主
ぎ
し
て
北
京
大
卒
側
の
主
張
す
る
所
で
あ
る
。
印
ち
同
大
卒
は
左
の
如
き
怠
見
書
を
後
表
し
て
居
る
。
一
、
図
書
館
長
研
究
所
長
及
び
評
議
合
長
評
議
員
の
選
捧
は
努
め
て
慎
重
に
忽
し
、
純
粋
の
向
学
者
一
人
O
に
限
、
り
、
政
客
或
ひ
は
政
客
式
卒
者
bJ
』
併
入
せ
し
め
で
は
な
ら
ぬ
。
二
、
精
紳
科
卒
研
究
所
及
び
自
然
科
卒
研
究
所
を
北
京
之
上
海
の
雨
彪
に
分
設
す
る
さ
の
案
に
劃
し
て
は
満
足
す
る
こ
さ
が
出
来
な
い
。
ぞ
れ
は
精
紳
科
皐
さ
白
然
科
阜
の
研
究
は
理
論
上
或
ひ
は
事
業
上
均
し
〈
淫
絡
交
通
の
必
要
が
あ
る
か
ら
、
分
離
し
て
幾
多
不
便
子
生
壱
し
な
ぺ
き
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
地
貼
に
就
て
一
式
へ
ば
、
北
京
は
民
図
の
首
都
で
あ
る
か
ら
、
向
学
術
研
究
所
吾
北
京
に
設
け
る
こ
ご
は
、
決
し
て
北
を
主
ん
じ
市
子
保
叫
ん
十
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
さ
顧
慮
す
る
必
姿
が
な
い
。
さ
云
ひ
、
更
に
博
物
館
段
科
大
卒
及
び
病
院
の
こ
ご
に
関
し
で
は
、
一
、
博
物
館
の
重
姿
な
る
こ
ど
は
図
書
館
研
究
所
に
議
ら
な
い
、
宜
し
く
速
か
に
設
立
す
ぺ
き
で
あ
る
。
剃
徐
金
の
あ
る
を
待
っ
て
之
れ
ぞ
設
け
る
ぺ
き
で
な
い
。
二
、
本
大
践
す
は
絡
始
問
書
館
博
物
館
研
究
所
の
三
磁
の
事
業
を
兵
正
永
久
の
文
化
事
業
で
あ
る
ご
し
て
ゐ
る
、
宜
し
く
賠
償
金
の
全
数
を
以
て
事
業
に
若
手
ず
べ
き
で
あ
る
。
故
に
、
防
府
系
賠
償
金
に
剃
徐
の
ゐ
っ
た
時
山
来
炭
来
等
に
器
科
大
山
学
、
器
等
専
門
的
学
校
或
ひ
は
病
院
を
設
り
る
ご
の
計
書
に
は
賛
同
す
る
こ
さ
が
出
来
な
い
。
此
の
議
論
の
加
さ
は
相
蛍
に
傾
聴
す
可
き
一
議
論
で
ゐ
る
ぜ
思
ふ
ρ
単
に
卒
業
を
行
ふ
三
一
去
ふ
こ
ど
は
政
客
又
は
政
客
的
卒
者
ど
お
せ
ら
る
〉
人
誌
の
方
が
或
は
手
際
良
く
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
元
々
純
然
た
る
m
晶
子
術
上
、
文
化
上
の
提
携
後
反
を
期
す
る
こ
さ
や
『
目
的
ご
し
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
除
程
長
年
月
ケ
か
け
て
事
在
校
本
的
に
進
め
る
の
が
本
旨
で
あ
る
か
ら
政
治
上
政
策
上
に
超
然
ぎ
し
て
俗
ま
中
急
が
十
純
然
た
る
皐
術
的
研
究
上
の
法
大
高
賞
な
る
立
場
か
ら
総
て
の
事
ぞ
立
案
し
寅
施
し
て
行
け
る
人
物
を
選
任
す
る
こ
さ
が
最
も
肝
要
の
事
で
ゐ
る
か
ら
、
北
京
大
卒
の
主
張
す
る
人
諮
問
題
に
謝
す
る
立
見
は
日
支
雨
図
共
に
充
分
の
注
意
ケ
挑
は
ね
ば
な
ら
ぬ
貼
で
む
る
ご
信
宇
る
。
事
栄
質
施
の
機
関
設
佐
の
場
所
に
関
し
て
白
文
文
化
事
誌
で
奇
人
の
之
に
劉
寸
Z
宕
干
の
品
川
・
翠
は
、
北
京
に
人
文
化
等
研
究
所
及
図
書
館
、
上
海
に
自
然
科
卒
研
究
所
ぞ
設
立
す
る
こ
ど
は
既
に
決
せ
ら
れ
、
一
見
に
資
金
に
剰
徐
あ
る
時
は
済
南
に
皆
向
学
校
仏
外
病
院
を
置
く
-
」
ご
も
協
定
一
事
項
中
に
合
ま
れ
て
居
る
の
で
あ
る
が
博
物
館
の
位
地
は
未
定
で
、
盟
・
に
遊
山
首
の
地
を
選
ん
で
之
を
設
立
す
る
こ
ご
に
な
っ
て
居
る
前
記
出
淵
局
長
の
話
に
よ
b
て
見
れ
ば
既
定
北
京
上
海
の
二
ヶ
所
ケ
選
む
に
常
b
て
は
全
く
其
の
研
究
所
の
目
的
事
業
の
性
質
か
ら
此
等
の
二
地
を
各
最
も
有
放
で
あ
り
便
利
で
あ
る
こ
ご
が
明
か
で
あ
る
結
果
、
定
め
ら
れ
た
る
も
の
で
何
等
攻
略
的
効
機
が
合
ま
、
れ
居
ら
ぬ
ご
信
hu
得
ら
る
〉
さ
思
ふ
の
で
あ
る
が
、
第
二
事
業
ご
し
て
康
来
に
も
何
か
施
設
営
す
る
積
り
の
如
く
後
表
せ
ら
れ
て
居
る
対
な
ぜ
は
、
来
し
て
如
何
な
る
目
的
性
質
の
事
業
で
あ
る
か
、
立
(
の
種
類
の
'
如
何
に
よ
b
て
理
論
上
必
十
し
も
不
可
で
は
あ
る
ま
い
け
れ
ざ
も
、
要
す
る
に
事
業
を
各
地
に
分
配
す
る
が
如
き
は
第
一
攻
略
的
勢
力
に
来
性
ら
れ
易
き
の
慨
も
ゐ
b
、
人
や
金
の
カ
ケ
分
割
す
る
結
果
伝
来
す
か
ら
規
模
殺
カ
が
弱
小
務
弱
に
な
る
の
で
、
折
角
の
事
業
j¥J 
商
業
さ
経
済
も
姑
息
不
徹
底
に
陥
b
.
北
(
の
成
果
の
法
大
台
期
す
る
こ
さ
が
出
来
な
く
な
る
の
良
が
あ
る
。
金
額
八
九
千
持
闘
の
賠
償
金
ケ
基
従
ざ
し
て
企
て
ら
れ
た
る
事
業
で
あ
る
か
ら
、
之
o
M
A
」
分
散
体
」
ム
γ
に
極
め
て
使
用
す
る
ご
せ
ば
相
営
の
仕
事
は
出
来
可
き
筈
で
あ
る
け
れ
ポ
こ
も
、
彼
所
に
も
此
所
に
も
、
此
の
事
業
に
も
其
の
仕
事
に
も
さ
気
津
山
に
八
方
美
人
的
に
使
用
し
て
は
其
の
殺
果
は
甚
だ
薄
弱
な
も
の
さ
な
っ
て
し
ま
う
。
元
来
支
那
は
ニ
一
一
口
ふ
迄
も
無
く
世
界
第
一
の
大
図
で
あ
る
、
図
ご
一
一
一
一
回
ふ
て
趨
蛍
か
何
う
か
疑
問
で
あ
る
が
、
兎
に
角
四
億
民
衆
含
有
す
る
大
赴
舎
で
あ
る
か
ら
、
入
千
認
や
宣
伝
の
金
で
彼
方
に
も
此
方
に
も
喜
ば
れ
る
撲
な
事
業
?
仕
様
等
さ
考
へ
る
事
が
抑
も
間
遠
で
あ
る
、
況
ん
や
貫
際
に
於
て
は
其
の
資
金
の
利
息
に
よ
る
の
で
ん
す
の
庭
年
額
は
僅
か
じ
武
百
五
拾
高
回
以
内
さ
云
ふ
事
に
協
定
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
少
し
念
の
入
り
た
る
事
業
な
ら
ば
、
一
図
書
館
一
研
究
所
を
設
立
経
鋒
す
る
費
用
子
し
し
て
す
ら
決
し
て
豊
か
な
金
額
ご
は
謂
へ
な
い
金
初
で
あ
る
。
銃
に
定
め
た
北
京
及
び
上
海
に
於
け
る
上
記
の
事
業
に
つ
4
・v
、、
-.， 
い
て
は
強
ち
異
論
争
」
唱
ん
さ
は
せ
、
ざ
る
も
、
資
金
を
成
る
可
く
分
散
せ
宇
、
集
中
的
に
比
較
的
完
備
せ
る
有
力
な
る
機
関
ケ
建
設
す
る
誌
な
る
方
針
ケ
以
て
迩
ま
ん
-
}
ざ
+
ゲ
ム
仰
望
し
て
己
ま
ゴ
る
所
で
あ
る
。
五
次
に
其
の
事
業
は
然
ら
ば
果
し
て
'
如
何
な
る
都
類
を
包
合
す
る
の
で
あ
る
か
、
北
京
の
方
は
人
文
科
卒
郎
ち
哲
卒
、
文
卒
、
宗
敬
、
美
術
、
天
文
、
考
古
、
歴
史
、
治
制
、
経
済
等
を
研
究
す
る
所
ご
し
、
且
つ
岡
市
一
育
館
診
廷
で
、
研
究
資
料
合
蒐
集
整
理
し
、
上
海
の
方
に
は
自
然
科
挙
印
ち
主
ざ
し
て
理
的
学
部
、
野
町
学
部
の
二
部
を
設
け
る
さ
云
ふ
こ
さ
で
あ
る
が
、
無
論
宜
(
も
不
可
は
な
い
が
、
然
し
支
那
の
向
学
問
は
非
常
に
宏
大
で
あ
る
か
ら
、
日
疋
も
徐
り
種
々
な
る
方
面
に
手
ケ
著
け
で
は
結
局
何
の
方
面
の
仕
事
も
不
徹
底
に
了
る
様
な
こ
ご
に
な
る
か
の
良
が
ら
の
る
。
或
る
案
に
よ
る
ご
、
経
子
史
集
会
陸
に
亙
b
更
に
之
訟
時
代
や
性
質
の
上
か
ら
分
類
し
、
其
の
上
人
類
卒
、
土
俗
的
学
さ
一
玄
ふ
様
な
新
し
き
方
面
も
加
ヘ
、
更
に
事
業
ざ
し
て
は
研
究
資
料
の
蒐
集
保
存
、
又
は
其
の
複
製
出
版
、
或
は
秘
書
及
索
引
の
編
纂
出
版
を
行
ふ
さ
同
時
に
股
虚
ケ
始
め
、
洛
防
長
安
宜
(
他
歴
史
的
の
遺
跡
底
嘘
等
の
探
険
調
査
念
行
は
ん
ざ
す
る
の
希
望
も
有
力
な
る
卒
者
間
に
あ
る
様
に
問
て
居
る
が
.
何
れ
も
必
要
で
あ
b
結
構
で
は
ゐ
る
、
併
し
寅
際
問
題
さ
し
て
は
左
様
に
何
も
彼
も
一
時
に
仕
掛
る
誇
に
も
行
く
ま
じ
く
何
れ
も
皆
な
相
営
に
大
事
業
で
あ
る
か
ら
寧
ろ
某
等
の
中
何
か
最
も
根
本
的
に
重
要
な
る
事
業
に
先
づ
英
主
力
を
注
ぐ
が
得
策
で
は
あ
る
ま
い
か
ど
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
J
是
に
つ
き
五
口
人
が
、
最
も
緊
急
重
要
且
つ
根
本
的
な
る
事
業
ざ
信
歩
る
所
の
も
の
は
次
の
如
き
事
柄
で
あ
る
。
-、-J
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第
二
研
究
資
料
の
蒐
集
保
存
及
整
理
北
京
及
上
海
の
研
究
所
の
事
業
ご
し
て
研
究
資
料
の
蒐
集
の
必
姿
な
る
こ
ご
は
頗
る
営
然
に
し
て
多
言
を
妥
せ
，
さ
る
こ
ご
な
る
が
、
炭
く
一
般
文
化
的
事
業
ざ
し
て
も
此
の
事
は
最
も
根
本
的
-
い
し
て
且
緊
姿
の
-
一
ぜ
な
り
野
文
文
化
事
業
さ
否
人
の
之
に
、
却
す
る
若
干
の
希
望
支
那
に
は
民
間
に
も
往
々
驚
く
可
き
熱
心
努
カ
を
以
て
大
資
金
ケ
投
じ
て
惜
ま
ざ
る
大
図
書
蒐
集
家
印
ち
大
成
書
家
ゐ
-
り
て
、
立
〈
の
保
存
に
も
整
理
に
も
相
蛍
の
方
泌
を
議
じ
居
る
の
士
も
敢
て
少
な
か
ら
‘
ざ
る
も
実
家
累
代
の
人
々
が
皆
な
同
様
に
国
書
を
愛
好
し
之
金
併
究
す
る
ご
は
限
ら
歩
、
或
る
場
合
に
は
全
く
利
用
せ
ら
れ
宇
空
し
く
死
蔵
せ
ら
れ
居
る
こ
さ
あ
b
.
斯
の
如
き
も
の
は
宜
し
く
通
営
の
手
綾
を
以
て
之
を
↓
公
の
国
書
館
又
は
研
究
所
に
移
し
て
之
を
保
存
し
利
用
す
可
き
な
b
J
倫
ほ
な
人
の
所
戒
の
場
合
は
相
砂
田
深
き
注
意
を
以
て
す
る
も
某
の
保
存
の
安
全
を
期
す
る
こ
ご
は
甚
だ
困
難
な
b
、
特
に
戦
乱
等
の
際
掠
略
兵
火
に
よ
り
て
分
散
滅
失
せ
ら
る
、
の
危
険
甚
だ
多
く
、
従
来
期
か
る
事
由
に
よ
b
て
貴
重
な
る
文
戯
及
び
文
献
以
外
の
資
粋
が
永
久
に
己
は
れ
た
る
も
の
甚
だ
砂
な
か
ら
十
し
て
識
者
の
痛
く
遺
憾
ざ
す
る
所
な
b
o
一
方
に
於
て
欧
米
人
は
卓
越
せ
る
先
見
明
識
を
以
て
夙
に
此
の
方
面
に
蕃
服
し
て
E
大
の
金
カ
ご
巧
妙
な
る
方
法
さ
な
以
て
、
之
を
蒐
集
牒
只
し
て
、
之
を
自
国
図
書
館
、
博
物
館
に
運
び
去
b
、
偽
の
一
八
三
商
業
主
経
沼
一
入
四
回一
E
o
p
g
c
o
Z主
o
S
F
に
於
て
も
、
英
の
甲
山
円
山
岳
民
5
2
5
に
於
て
も
数
高
又
は
十
数
前
の
支
那
図
書
ぞ
股
戒
し
魯
綿
し
於
て
も
亦
た
同
じ
く
、
米
図
の
如
き
は
此
の
貼
に
注
意
し
出
し
た
る
は
比
較
的
近
時
に
屈
す
る
に
拘
ら
宇
驚
く
可
き
熱
心
を
以
て
其
の
蒐
集
中
γ
な
し
居
b
、
主
(
の
股
減
数
は
年
一
年
著
し
く
増
加
し
つ
〉
ゐ
b
Q
予
が
始
め
て
米
図
事
府
内
。
ロ
旬
、
gω
ロ
可
句
、
を
訪
ね
た
る
は
一
九
一
七
年
九
月
な
b
し
が
、
立
(
時
同
館
東
洋
部
の
支
那
国
宝
日
所
減
数
は
四
高
徐
冊
に
、
過
ぎ
ぎ
り
し
が
、
其
翌
年
十
一
月
予
が
同
地
を
去
ら
ん
さ
す
る
際
は
既
に
入
誌
に
返
さ
数
に
遣
し
居
た
b
き
o
故
に
今
日
に
於
て
は
優
に
十
徐
高
冊
を
有
す
る
な
ら
ん
o
紐
育
、
市
俄
古
等
の
諮
図
書
館
亦
た
之
に
準
歩
る
有
様
な
り
、
者
し
期
か
る
勢
に
放
任
し
て
何
等
の
策
を
議
性
ゴ
ら
ん
か
来
訪
日
文
化
の
研
究
資
粋
は
皆
な
悉
く
欧
米
大
図
書
館
の
全
日
庫
内
に
集
ま
り
、
東
洋
に
於
て
東
洋
子
研
究
す
る
こ
式
全
然
不
可
能
さ
な
る
に
至
る
可
し
、
明
一
同
ふ
、
向
山
手
間
に
図
抗
な
し
さ
、
故
に
東
洋
の
研
究
を
西
洋
に
於
て
な
す
こ
さ
敢
て
不
可
な
し
、
然
れ
ざ
も
、
西
洋
の
書
庫
に
行
く
に
あ
ら
.
ざ
れ
ば
来
洋
の
資
料
を
見
る
ぞ
得
子
、
東
洋
に
於
て
来
持
ぞ
併
先
ず
る
こ
ご
不
可
能
な
り
ご
云
ふ
に
至
り
で
は
、
山
一
品
主
容
を
郎
倒
し
‘
事
理
子
矛
盾
す
る
も
の
に
あ
ら
十
ゃ
、
東
洋
人
の
恥
辱
買
に
是
よ
り
大
な
る
は
な
し
ご
一
去
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
是
等
の
賂
か
ら
見
て
も
支
那
各
般
の
研
究
資
料
は
之
を
此
際
充
分
蒐
集
し
て
散
逸
滅
失
せ
ざ
る
丈
け
の
方
法
令
-
講
じ
て
置
く
甲
』
之
は
緊
急
の
必
要
で
あ
る
。
図
書
の
種
類
は
所
謂
経
子
史
集
の
四
大
部
門
に
亙
り
て
何
れ
も
皆
な
必
要
で
あ
る
が
、
吾
人
の
見
る
所
ケ
以
て
す
れ
ば
)
近
来
迄
徐
b
一
般
世
人
の
注
怠
を
。。
引
か
な
か
っ
た
士
山
類
(
の
の
omghL】
お
吋
O
匂
o
m
g
r可
)
。。
さ
議
室
日
(
呂
町
の
の
ロ
8
8
5
。
門
出
。
ロ
οω
』
H
L
の円円。
ω)
ご
を
特
に
炉
、
く
且
つ
多
数
に
蒐
集
す
る
事
を
急
務
さ
考
へ
る
の
で
あ
る
。
前
者
は
風
土
記
さ
か
地
方
誌
ぜ
か
一
エ
ふ
楼
な
も
の
で
、
省
志
、
府
志
.
州
士
山
.
勝
士
山
又
は
山
士
山
、
河
士
山
等
争
包
介
す
る
も
の
で
、
地
理
、
歴
史
、
土
俗
.
産
業
等
に
亙
る
頗
る
炭
汎
な
る
記
述
で
あ
っ
て
買
際
的
、
且
(
陸
的
な
る
人
文
的
並
に
科
率
的
併
究
上
に
重
要
な
る
も
の
で
あ
る
。
十
九
世
紀
の
率
問
が
世
田
介
諮
方
面
の
放
行
記
に
負
ふ
所
甚
だ
少
か
ら
、
ざ
り
し
に
鑑
み
、
最
近
の
等
間
が
列
闘
の
鋭
意
努
力
す
る
諾
調
査
の
報
告
に
基
か
ぬ
も
の
な
き
ゃ
白
山
は
い
支
那
文
化
研
先
上
、
上
記
の
士
山
類
を
重
要
ざ
す
る
吾
人
の
主
張
の
所
以
あ
る
こ
ご
が
自
ら
明
か
で
あ
ろ
う
。
欧
米
の
諸
大
阜
、
諸
図
書
館
は
近
家
裁
ふ
て
支
那
の
此
方
面
の
悶
書
を
蒐
集
し
つ
、
f
の
b
.
如
何
に
も
彼
等
の
先
見
ゐ
b
且
つ
其
の
芯
闘
の
法
大
非
凡
な
る
こ
ご
は
買
に
長
敬
に
堪
ヘ
ぎ
る
所
で
あ
る
Q
我
図
に
於
て
も
近
来
幾
分
此
の
方
面
の
必
要
を
深
く
成
十
る
の
士
を
生
宇
る
に
至
b
、
東
西
帝
図
大
卒
、
岩
崎
家
東
洋
文
庫
、
大
辿
満
銭
問
書
館
、
上
海
来
亜
同
文
書
院
問
書
館
等
訟
始
め
其
他
に
於
て
も
各
数
十
部
乃
至
数
百
部
を
蒐
集
し
つ
¥
ゴ
の
b
ご
雄
も
未
だ
蒐
集
せ
ら
れ
，
さ
る
も
の
甚
だ
多
き
ケ
泣
憾
ざ
す
る
の
で
あ
る
が
、
調
支
文
化
一
卒
業
の
一
事
業
ご
し
て
行
ふ
場
合
は
之
を
蒐
集
す
る
に
は
一
一
般
便
宜
も
多
レ
こ
ぜ
で
あ
ら
う
か
ら
、
是
非
共
侠
漏
な
き
殺
に
完
全
に
其
の
蒐
集
?
な
。
。
し
た
き
も
の
で
あ
る
。
次
に
議
書
は
支
那
苧
問
上
の
一
大
叢
林
で
あ
っ
て
、
主
(
内
府
ゅ
の
笠
宮
に
し
て
且
つ
封
文
文
化
早
栄
之
吾
人
の
之
に
封
す
る
若
干
の
希
望
其
の
形
位
外
観
も
雄
偉
で
あ
る
こ
ご
は
世
界
何
れ
の
図
も
某
の
比
信
子
提
供
す
る
こ
ぎ
は
困
難
で
あ
ら
う
ぎ
思
は
る
〉
の
で
あ
る
。
尤
も
甲
の
議
書
ご
乙
の
議
事
一
一
日
さ
の
問
に
内
容
の
重
複
す
る
も
の
あ
る
が
如
き
こ
さ
は
免
れ
な
い
が
、
之
は
巳
を
待
な
い
さ
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
Q
要
す
る
に
支
那
苧
向
上
の
大
探
険
大
研
究
は
此
等
の
叢
林
を
奥
深
く
一
分
け
入
る
こ
さ
に
よ
り
て
始
め
て
遂
げ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
ど
思
は
れ
る
ご
こ
ゐ
の
紹
大
の
質
成
で
あ
る
ご
一
玄
ふ
て
も
よ
い
の
で
あ
る
。
走
れ
五
口
人
が
特
に
此
等
の
も
の
〉
蒐
集
に
就
て
業
必
一
安
企
高
唱
す
る
所
以
で
あ
る
。
き
て
、
此
等
の
資
料
を
蒐
集
し
た
な
ら
ば
、
之
を
完
全
に
保
存
し
て
置
く
こ
ご
が
必
姿
で
あ
る
か
ら
先
づ
之
営
通
気
、
乾
燥
等
を
通
営
に
し
た
不
燃
性
の
保
存
所
に
股
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に
は
其
等
の
資
料
を
程
々
な
る
目
的
標
準
に
よ
り
て
分
類
し
て
系
統
立
川
J
た
る
且
。
。
。
。
つ
賞
用
上
便
利
を
旨
ご
す
る
目
録
及
び
猿
引
を
調
製
す
る
こ
さ
が
、
業
等
の
資
料
を
活
用
す
る
準
備
事
業
ざ
し
て
最
も
必
要
で
ゐ
る
。
此
の
目
録
や
索
引
の
調
製
の
如
き
は
甚
だ
乾
燥
無
味
の
仕
事
で
あ
b
、
且
つ
一
入
玉
商
業
さ
経
済
技
術
的
の
如
〈
で
も
あ
る
か
ら
一
般
に
卒
者
研
究
家
な
ピ
が
是
ケ
等
関
に
附
す
る
の
傾
が
あ
り
、
自
ら
斯
様
な
仕
事
に
携
る
よ
ご
は
好
ま
な
い
様
な
風
習
も
あ
る
が
、
然
し
異
質
深
大
な
る
研
究
を
遂
げ
て
其
始
以
来
争
来
げ
ん
εす
る
に
は
、
先
づ
以
て
最
も
大
な
る
努
費
ぞ
之
に
費
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
始
め
に
此
事
を
し
っ
か
り
や
っ
て
置
か
な
く
て
は
念
賞
際
の
研
究
ケ
進
め
て
行
く
際
に
非
常
な
る
能
率
上
の
損
失
を
兎
る
》
こ
さ
が
出
来
ぬ
。
大
な
る
目
録
に
は
分
類
が
大
切
で
あ
り
、
系
統
含
立
て
る
こ
ご
が
必
要
で
あ
る
が
v
同
時
に
目
銭
其
者
の
索
引
を
附
す
る
こ
さ
も
亦
た
甚
だ
必
要
で
あ
る
。
他
方
に
於
て
大
な
る
統
一
的
目
録
の
外
に
各
積
の
目
的
標
準
に
よ
b
て
分
け
た
る
部
門
目
録
事
項
目
録
、
著
者
目
録
さ
一
玄
ふ
様
に
大
小
各
樟
の
目
的
に
便
利
な
る
各
種
の
目
録
を
調
製
す
る
こ
さ
が
必
要
で
ゐ
る
。
特
に
支
那
に
は
一
部
の
書
に
し
て
数
百
忽
又
は
数
千
窓
、
或
は
一
時
忽
二
世
内
忽
さ
云
ふ
治
大
な
る
議
書
又
は
百
科
字
A
果
的
の
書
物
が
あ
る
か
ら
其
等
の
内
容
目
録
を
作
成
す
る
こ
之
が
必
要
で
あ
る
。
嘗
て
我
文
部
省
の
作
成
し
た
る
『
古
今
図
書
集
成
』
一
八
六
の
目
録
の
如
き
も
の
を
、
も
っ
さ
庚
く
他
の
書
物
に
濁
し
で
も
作
る
こ
ど
が
必
要
で
あ
る
。
目
録
の
次
に
は
索
引
を
作
成
す
る
こ
さ
が
又
た
侠
く
可
か
ら
e
さ
る
こ
ご
で
ゐ
る
。
十
三
経
索
引
、
二
十
五
史
索
引
、
先
秦
渓
魂
諸
子
の
索
引
等
無
論
必
要
で
あ
る
が
、
一
見
に
進
ん
で
は
庚
く
其
他
の
主
要
事
一
一
日
に
も
及
し
た
い
。
少
く
さ
も
主
要
な
る
議
書
及
び
志
類
に
は
是
非
其
々
の
目
録
及
び
索
引
を
附
す
る
こ
ぜ
が
必
要
で
ゐ
る
。
七
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第
二
、
研
究
資
料
を
複
製
出
版
頒
布
上
記
の
如
く
し
て
蒐
集
整
理
保
存
せ
ら
れ
た
る
資
料
は
各
其
の
方
面
の
専
門
の
研
究
家
に
よ
り
て
利
用
せ
ら
れ
、
其
の
債
値
ご
先
輝
三
会
後
揚
せ
ら
る
〉
で
あ
ら
う
が
、
然
し
其
等
の
研
究
所
を
利
用
す
る
こ
ご
の
出
来
る
卒
者
は
其
の
数
に
限
が
あ
る
o
而
し
て
重
要
な
る
研
究
資
料
は
今
日
立
(
の
残
存
部
数
甚
だ
少
く
、
且
つ
其
の
多
〈
は
甚
だ
治
併
に
し
て
其
の
僚
が
不
廉
で
あ
る
忽
め
研
究
所
を
利
用
す
る
事
を
得
る
人
々
の
濁
占
に
蹄
し
て
、
他
の
篤
士
山
な
る
向
学
者
は
容
易
に
之
を
利
用
す
る
こ
さ
も
、
手
に
入
る
〉
こ
さ
も
出
来
な
い
で
困
難
す
る
も
の
が
少
く
な
い
。
然
る
に
現
下
の
欣
態
に
於
て
は
民
間
の
香
津
等
で
業
等
の
宝
日
台
、
汎
く
複
製
刊
行
す
る
が
如
'
き
こ
ご
は
採
算
上
か
ら
も
.
又
た
其
の
他
の
賂
か
ら
も
殆
ん
乞
不
可
能
の
事
に
寸
属
す
る
。
一
一
同
年
前
上
海
の
商
務
印
書
局
が
『
欽
定
四
庫
金
書
』
を
刊
行
せ
ん
ご
企
て
た
事
が
あ
っ
た
が
、
北
京
政
府
は
其
の
原
本
が
、
運
送
の
途
中
又
は
其
他
の
場
令
に
散
逸
す
る
の
危
険
が
あ
る
か
ら
さ
云
ふ
撲
な
理
由
で
之
を
同
書
誌
・
に
貸
下
げ
る
こ
さ
や
ム
目
じ
な
い
忽
め
に
折
角
の
企
も
中
止
せ
ら
る
、
に
至
っ
た
さ
問
て
居
る
。
故
に
右
様
な
も
の
は
是
非
共
北
京
の
人
文
科
向
学
研
究
所
の
事
業
ご
し
て
複
製
印
行
し
て
貰
ひ
皮
い
、
出
来
る
な
ら
ば
、
新
か
る
来
洋
文
化
の
精
華
さ
も
云
ふ
可
き
大
典
籍
は
之
を
世
界
各
凶
の
王
皇
室
、
政
府
、
大
率
、
大
国
書
館
、
及
有
志
卒
者
に
頒
布
す
る
位
の
事
は
我
が
割
支
文
化
事
業
ご
し
て
は
や
っ
て
貰
ひ
皮
い
も
の
で
あ
る
u
勿
論
日
支
爾
闘
の
大
卒
、
専
門
皐
校
府
防
相
図
書
館
等
に
も
是
非
備
へ
皮
い
も
の
で
あ
る
。
是
等
は
仕
事
ご
し
て
は
緩
ま
っ
た
大
き
な
方
面
で
あ
封
文
文
化
事
業
さ
吾
人
の
之
に
封
す
る
若
干
の
希
翠
る
が
、
も
っ
さ
小
さ
い
方
面
に
就
て
も
、
数
の
少
い
書
籍
は
之
を
複
製
出
版
し
て
世
の
有
志
研
究
者
岳
山
一
し
て
其
の
使
盆
に
均
話
せ
し
む
る
誌
に
せ
ら
れ
ん
-
}
さ
や
』
希
望
す
る
も
の
で
あ
る
。
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第
三
、
文
字
に
闘
す
る
研
究
を
行
ふ
こ
ご
文
字
に
関
す
る
研
究
は
之
を
こ
っ
に
分
っ
て
行
ふ
こ
さ
が
必
要
で
あ
る
さ
信
宇
る
。
印
ち
(
甲
)
古
代
文
字
の
研
究
、
(
乙
)
将
来
日
支
を
奨
の
同
文
図
た
ら
し
め
ん
ざ
す
る
大
計
幸
一
の
ゑ
め
.
し
す
る
文
字
の
研
究
是
で
品川りる。(
甲
)
古
代
文
字
の
研
究
従
来
古
代
文
字
に
関
し
て
は
金
文
、
石
文
又
は
士
日
金
文
等
ご
砕
し
、
或
は
古
代
の
鐙
鼎
努
器
の
如
き
遺
器
遺
物
又
は
款
識
等
に
遺
れ
る
文
字
を
集
め
て
、
主
(
の
真
偽
を
論
じ
其
の
読
解
を
試
み
た
る
も
の
あ
り
、
或
は
夏
代
に
既
に
文
字
あ
り
さ
一
式
ひ
‘
或
は
股
商
の
字
形
新
の
如
し
ご
稀
し
た
る
も
の
あ
れ
ぎ
4
0
.
他
方
に
於
て
は
其
の
呉
を
疑
ふ
の
読
も
あ
h
J
た
る
が
、
夏
代
に
文
字
の
有
り
た
る
一
八
七
商
業
さ
経
潰
や
否
に
就
て
は
今
日
に
於
て
未
だ
之
を
賃
詮
し
得
十
ざ
す
る
も
、
股
代
以
後
に
之
有
り
た
b
ざ
す
る
は
略
ぽ
定
説
ご
し
来
れ
る
所
、
然
る
に
近
時
河
南
省
股
虚
の
地
よ
り
多
数
の
亀
甲
獣
品
目
の
文
字
後
見
せ
ら
れ
し
以
来
、
股
代
に
文
字
有
り
た
る
こ
ご
は
盆
々
明
確
ご
な
り
た
る
も
、
此
の
出
土
の
亀
甲
獣
mhH
は
羅
振
玉
氏
及
び
日
支
の
二
三
の
卒
者
の
外
未
だ
之
を
詳
細
に
研
究
す
る
に
至
ら
ざ
る
は
甚
だ
残
念
の
こ
ご
で
あ
る
是
等
は
無
論
人
文
科
卒
研
究
所
の
研
先
事
項
の
一
つ
三
し
て
充
分
科
率
的
に
研
究
す
可
き
も
の
で
あ
る
J
而
し
て
縫
っ
た
研
究
が
世
界
的
に
後
表
せ
ら
る
〉
に
至
ら
ば
、
支
那
の
古
代
の
研
究
に
非
常
に
大
な
る
先
、
、
、
、
、
、
、
，
明
争
放
っ
事
さ
な
る
で
あ
ら
う
。
支
那
の
古
代
研
究
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
・
.
、
、
、
、
、
、
、
、
を
迩
な
る
上
に
於
で
最
も
校
本
的
の
.
障
碍
さ
な
る
こ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
さ
は
、
一
位
支
那
に
は
何
の
時
代
頃
か
ら
文
字
が
使
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
晴
、
、
、
、
，
、
、
、
、
用
せ
ら
れ
て
居
っ
た
か
ぎ
一
玄
ふ
甲
』
ご
が
科
向
学
的
に
明
、
、
、
、
、
、
、
、
確
で
な
い
貼
に
ゐ
る
、
支
那
の
太
古
に
は
結
縄
が
ゐ
b
、
一
紳
農
E
A
の
頃
か
ら
金
日
契
合
以
て
之
に
代
へ
た
ご
一
去
ふ
易
の
文
や
、
又
は
資
帝
の
時
に
斉
誌
が
文
字
合
制
し
た
さ
一
玄
ふ
侍
設
は
あ
る
け
れ
ぜ
も
、
従
来
の
亭
一
入
入
者
の
多
く
は
単
に
侍
読
ご
し
て
看
過
し
深
く
之
合
研
究
せ
ん
ご
す
る
も
の
は
甚
だ
稀
で
あ
っ
た
、
然
し
股
虚
出
土
の
亀
甲
獄
骨
文
を
見
て
之
ぞ
今
日
現
存
す
る
原
始
的
民
族
た
る
亜
弗
利
加
印
句
放
の
諸
種
の
給
文
字
2
0円高
51Hω
や
「
冬
紀
』
当
日
ロ
門
2
の
o
ロ
ロ
円
一
等
三
比
較
調
照
し
て
見
れ
ば
、
前
者
が
後
者
に
比
し
て
徐
程
進
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
さ
が
明
瞭
で
あ
っ
て
、
践
に
股
代
に
亀
甲
段
骨
文
の
如
き
相
営
に
進
化
し
た
る
文
字
が
あ
っ
た
も
の
ご
す
れ
ば
、
こ
れ
よ
り
進
化
の
幼
雅
な
文
字
は
其
の
時
代
よ
り
活
か
に
以
前
の
時
代
に
あ
っ
た
で
あ
ら
う
ご
云
ふ
甲
コ
」
が
推
定
出
来
る
こ
ご
で
あ
る
。
五
口
人
は
舎
で
拙
著
『
一
山
内
実
論
』
の
中
に
支
那
の
股
代
よ
b
渓
代
に
至
る
約
二
千
年
間
に
於
け
る
、
支
那
文
字
の
愛
恋
ど
、
カ
Y
J
プ
ア
の
摂
形
文
字
の
商
組
前
三
十
世
紀
乃
至
十
世
紀
の
約
二
千
年
間
に
於
け
る
其
の
愛
還
、
並
に
波
及
の
西
紀
前
四
十
五
世
紀
乃
至
西
結
後
四
世
紀
の
約
五
十
世
紀
問
に
於
け
る
。骨位。。。
日
公
遼
等
合
比
殺
し
て
、
文
字
に
は
迩
化
遅
々
性
の
ゐ
る
こ
ご
佐
認
め
得
る
こ
ご
を
論
じ
た
る
こ
ご
あ
b
、
印
ち
文
字
の
如
き
文
化
的
保
件
の
最
根
本
的
姿
素
を
な
す
機
関
に
は
其
の
本
性
ご
し
て
容
易
に
旋
化
せ
ら
れ
難
い
も
の
が
あ
る
、
枝
葉
末
節
の
小
事
は
時
脱
化
す
る
こ
芯
も
改
遺
す
る
こ
ご
も
容
易
で
あ
る
が
、
基
礎
的
根
本
的
の
も
の
は
、
時
鈍
化
し
難
き
性
質
が
あ
る
、
強
固
性
又
は
抵
硬
性
ご
で
も
呼
ぶ
か
、
日
鈍
化
す
る
に
も
遅
々
ざ
し
て
長
き
歳
月
ぞ
要
す
る
ご
一
エ
ふ
性
質
が
あ
る
。
印
ち
吾
人
が
名
け
て
迩
化
遅
々
性
さ
呼
ぷ
所
の
性
質
含
有
す
る
も
の
で
あ
る
さ
一
五
ふ
こ
ご
を
.
吾
人
は
信
宇
る
も
の
で
あ
る
。
ヵ
Y
デ
ア
の
校
形
文
字
は
西
紀
前
三
十
世
紀
程
に
存
し
た
る
形
?
混
今
立
(
の
遺
物
に
よ
り
て
見
る
こ
ご
が
出
来
る
の
で
あ
る
が
、
共
さ
西
紀
前
十
世
紀
頃
の
も
の
さ
比
殺
し
て
見
れ
ば
相
営
に
旋
返
し
て
は
居
る
が
、
し
か
し
比
の
約
二
十
世
紀
問
ご
一
玄
ふ
長
歳
月
の
問
の
経
化
ご
し
て
は
窪
に
軽
微
な
も
の
で
あ
る
ご
一
去
は
ね
ば
な
ら
子
、
又
た
波
及
の
出
一
2
6
mグ
d
z
g
は
7
y
y
グ
i
ス
・
ペ
ト
ソ
イ
殺
授
に
よ
れ
ば
、
第
一
王
朝
の
創
建
者
た
る
メ
ネ
ス
に
閲
す
る
も
の
が
現
存
物
中
最
古
の
も
の
で
、
主
(
の
年
代
は
西
紀
前
四
千
七
百
伶
年
な
り
ご
一
去
は
れ
て
居
る
が
、
其
の
形
さ
出
江
主
G
ざ
呼
ば
る
〉
西
紀
前
首
文
文
化
卒
業
ミ
ヱ
日
人
の
之
に
封
す
る
若
干
の
希
望
三
千
五
百
年
頃
に
使
用
せ
ら
れ
た
る
の
さ
の
問
に
は
可
息
に
著
し
き
経
化
の
あ
る
こ
ご
ケ
認
め
る
こ
さ
が
出
来
る
け
れ
ど
も
、
口
一
0
2一の
ω
ざ
り
0
5
0巴
2
さ
務
す
る
西
紀
前
九
百
年
乃
至
西
紀
後
四
百
年
頃
迄
使
用
せ
ら
れ
た
文
字
ご
を
比
絞
す
る
ご
、
甚
し
き
鐙
化
は
認
め
ら
れ
な
い
、
立
(
が
ご
一
千
年
間
の
愛
還
さ
し
て
見
る
さ
き
に
如
何
に
其
の
愛
化
の
遅
々
た
る
か
子
知
る
こ
ご
が
出
来
る
。
斯
く
文
字
な
る
も
の
は
進
化
遅
々
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
ざ
す
れ
ば
、
裳
に
一
言
せ
る
支
那
河
南
省
湯
陰
騒
の
古
美
里
城
の
遺
跡
か
ら
後
掘
せ
ら
れ
た
る
誼
甲
獣
品
目
の
文
字
が
、
あ
れ
丈
け
の
形
陸
T
得
る
迄
の
進
化
?
途
ぐ
る
に
は
頗
る
遼
遠
の
年
月
営
費
し
た
-
}
三
で
ゐ
ら
う
さ
推
論
す
る
こ
さ
は
強
ち
無
理
の
こ
さ
で
は
な
い
。
今
日
人
程
卒
者
等
の
調
査
し
た
所
に
よ
れ
ば
、
文
字
ざ
一
式
ふ
も
の
、
原
始
的
の
形
態
は
或
は
メ
キ
ジ
コ
の
O
戸
守
口
印
ち
結
縮
、
又
は
北
米
印
句
人
の
「
ヲ
ジ
プ
ジ
』
巧
E
d
z
H
H
滑
に
織
出
さ
れ
た
る
h
仰
木
形
、
或
は
近
時
西
欧
の
諸
所
に
後
見
せ
ら
れ
た
る
後
の
氷
河
期
以
前
に
洞
窟
内
に
住
九
だ
原
始
的
民
放
が
洞
窟
の
側
壁
に
刻
み
て
遣
し
た
る
一
八
九
商
業
主
経
諒
山
石
刻
給
伊
丹
円
o
m
qち
ω
又
は
北
米
印
旬
放
某
他
の
原
始
的
民
族
が
岩
石
、
木
皮
、
獣
骨
、
獣
牙
、
亀
甲
等
に
刻
し
又
は
書
き
遺
し
た
る
給
文
字
句
片
Z
m
g句}冨
等
-T
見
れ
ば
、
買
に
最
も
原
始
的
な
る
、
幼
稚
此
上
も
な
い
も
の
さ
認
め
ら
る
〉
も
の
か
ら
漸
次
に
幾
分
づ
っ
の
進
化
後
遣
を
な
し
た
り
さ
認
な
可
き
各
都
の
程
反
の
も
の
を
見
る
こ
ご
が
出
来
る
の
で
あ
っ
て
、
股
虚
の
地
よ
b
出
で
た
る
亀
甲
獣
骨
の
文
字
の
加
さ
は
某
等
の
も
の
ご
比
摂
し
て
大
に
進
歩
し
た
る
高
放
の
俊
一
遥
進
化
を
遂
げ
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
而
し
て
最
も
原
始
的
な
る
も
の
か
ら
、
此
の
程
反
の
後
法
令
-
遂
げ
る
ま
で
の
進
化
を
克
く
す
る
に
は
、
京
社
易
な
ら
ぬ
歳
月
を
要
し
た
で
あ
ら
う
さ
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
換
ム
一
目
す
れ
ば
、
支
那
の
頗
る
迩
還
の
太
古
に
は
今
日
迄
に
後
見
せ
ら
れ
た
る
原
始
的
文
字
の
中
の
最
も
幼
稚
な
る
も
の
に
調
蛍
す
可
き
程
度
の
萌
芽
的
文
字
、
若
し
文
字
ご
一
去
ふ
が
夫
常
な
れ
ば
、
意
一
不
表
示
の
符
就
が
後
生
し
て
、
立
(
か
ら
漸
次
に
序
ケ
逐
ふ
て
進
歩
の
階
段
を
遅
々
ご
し
て
経
過
し
、
其
の
問
に
は
メ
キ
ジ
コ
の
O
z
f
l
の
如
き
形
。
伊
き
り
た
る
も
の
も
一九
O
出
来
た
で
あ
ら
う
、
此
を
目
却
に
は
結
純
一
玄
々
さ
云
ふ
傍
設
に
な
っ
て
泣
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
又
た
河
固
さ
か
洛
書
さ
か
な
ざ
の
傍
設
も
強
ち
に
荒
唐
無
稽
で
あ
る
.
後
世
の
仮
作
担
迩
で
ゐ
る
ご
抹
殺
し
去
ら
子
に
結
縄
さ
か
入
索
三
か
一
玄
ふ
も
の
さ
共
じ
O
Z
J
己
さ
か
又
は
其
他
の
民
族
の
間
に
あ
る
結
締
法
.
或
は
古
代
『
マ
ヤ
』
の
使
用
し
た
る
暦
石
に
現
は
さ
れ
た
る
知
劃
給
文
字
ご
比
較
研
究
を
な
す
可
き
性
質
含
有
す
る
も
の
さ
し
て
科
卒
的
の
-
ア
ス
ト
守
加
へ
て
見
る
ぺ
き
も
の
で
は
な
い
か
、
其
他
、
孔
安
闘
の
『
倫
全
日
序
』
や
『
周
鵡
』
並
び
に
『
左
傍
』
の
上
な
ざ
に
見
ゆ
。
。
。
。
。
。
。
。
る
所
の
三
墳
五
典
入
索
九
丘
等
ご
稀
せ
ら
る
k
h
も
の
も
、
原
始
的
文
字
を
刻
せ
る
墓
、
碑
.
立
(
他
の
レ
コ
ー
ド
で
は
な
か
っ
た
か
さ
一
式
ふ
風
に
考
へ
て
研
究
を
し
て
児
て
は
如
何
な
も
の
で
あ
ら
う
か
、
『
斡
詩
外
。
。
。
。
傍
』
に
は
黄
帝
デ
乎
大
墳
一
鍛
源
氏
子
一
一
乎
総
岡
一
さ
あ
る
が
之
を
何
さ
見
る
可
き
か
、
車
に
侍
設
な
り
さ
笑
殺
し
去
ら
中
ご
す
れ
ば
、
ざ
う
見
る
か
、
大
墳
さ
総
闘
を
人
名
さ
見
る
従
来
の
見
方
に
謝
し
て
、
噴
さ
岡
さ
一
式
ふ
宇
に
宝
き
や
』
置
て
、
三
墳
の
墳
、
河
固
の
如
き
意
味
に
ご
り
で
解
蒋
を
試
み
る
こ
さ
は
無
用
で
あ
ら
う
か
、
斯
〈
考
へ
れ
ば
、
話
々
な
る
疑
問
も
起
っ
て
・
来
、
叉
た
少
な
か
ら
5
る
暗
示
ケ
戚
得
す
る
こ
ε
が
出
来
ぬ
で
も
な
い
か
ご
思
ふ
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
股
底
出
土
の
甲
や
骨
に
刻
し
た
る
文
字
の
如
き
形
躍
さ
一
式
ふ
も
の
は
.
決
し
て
一
時
一
代
に
出
来
た
も
の
で
は
な
い
ご
一
式
ふ
甲
}
ご
丈
け
は
科
亭
的
に
頗
る
明
瞭
な
こ
ご
で
あ
ら
5
、
守
ぞ
う
し
て
見
る
さ
、
あ
れ
丈
り
の
進
化
を
途
げ
た
文
字
が
股
代
に
使
用
せ
ら
れ
て
居
た
ご
す
れ
ば
、
主
(
の
前
代
に
も
其
よ
り
幼
稚
な
形
の
文
字
が
あ
っ
た
さ
見
る
の
が
至
蛍
で
ゐ
b
'
而
し
て
左
様
な
考
を
以
て
見
れ
ば
、
是
迄
単
に
荒
唐
無
稽
ご
し
て
等
閑
に
付
せ
ら
れ
来
っ
た
傍
設
の
中
に
幼
稚
な
る
文
字
の
存
在
を
傍
ふ
る
も
の
が
少
な
か
ら
ヂ
あ
る
こ
ご
が
分
っ
て
京
市
で
、
而
し
て
其
が
、
世
界
の
各
地
の
原
始
的
民
族
が
、
舎
で
使
用
し
又
は
現
今
に
使
用
し
っ
、
あ
る
原
始
的
文
字
の
彼
れ
や
是
れ
や
に
相
営
す
る
形
陸
含
有
し
て
居
っ
た
如
く
で
あ
る
こ
ご
が
考
定
せ
ら
る
、
こ
ご
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
支
那
の
古
代
史
営
研
究
す
る
上
に
於
て
、
非
常
に
重
大
な
る
関
係
割
支
文
化
審
議
さ
晋
人
の
之
に
封
す
る
若
干
の
希
望
や
」
有
?
』
ご
に
な
る
の
で
あ
る
。
印
ち
『
易
経
』
ご
か
『
借
金
己
其
他
の
周
代
以
前
の
経
書
が
全
然
文
字
の
無
か
り
し
時
代
に
只
だ
語
り
縫
ぎ
一
一
一
一
口
ひ
絵
い
で
来
た
も
の
や
』
突
然
文
字
に
書
き
下
3
れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
或
は
太
古
の
時
代
か
ら
其
の
時
代
に
存
し
た
極
め
て
幼
稚
な
文
字
、
印
ち
給
文
字
の
如
き
も
の
に
記
録
せ
ら
れ
、
其
の
記
録
守
中
心
ご
し
て
停
設
含
附
帯
し
て
京
市
た
も
の
が
、
後
世
文
字
が
進
化
後
達
し
て
一
見
に
詳
し
き
こ
さ
伝
記
越
す
る
こ
さ
が
出
来
る
時
代
に
至
っ
て
書
き
改
め
ら
れ
て
、
現
時
に
建
3
れ
て
居
る
様
な
文
書
ざ
な
っ
た
の
で
あ
る
か
の
'
如
何
に
よ
り
て
其
等
の
古
書
の
記
録
ご
し
て
の
債
値
は
非
常
な
る
相
遣
を
蒸
す
二
ご
に
な
る
、
私
は
舎
で
拙
著
『
一
尚
文
論
』
に
於
て
、
約
七
十
頁
に
亙
る
論
究
の
結
果
、
発
舜
高
時
代
に
既
に
幼
稚
な
が
ら
文
字
的
の
記
録
用
具
既
に
存
し
、
一
尚
一
良
篇
は
業
内
容
事
買
の
あ
り
た
る
蛍
時
に
文
書
的
記
録
ご
せ
ら
れ
て
後
世
に
傍
へ
ら
れ
た
る
も
の
な
る
こ
さ
(
但
し
誌
の
時
代
よ
り
.
孔
子
の
時
代
迄
は
約
千
七
百
年
の
時
間
的
距
離
あ
る
が
故
に
其
の
閉
じ
原
文
に
多
少
の
増
減
議
化
ケ
加
へ
ら
れ
た
る
可
言
九
商
業
さ
経
済
こ
さ
は
之
を
認
容
す
)
論
じ
た
こ
さ
が
ゐ
る
が
、
未
だ
庚
く
世
の
卒
者
の
承
認
を
得
る
に
至
ら
玄
る
も
の
k
h
如
し
リ
勿
論
五
日
人
の
所
論
に
於
て
、
並
(
の
論
詮
の
材
料
及
び
其
の
方
法
に
於
て
ぬ
川
ほ
不
備
の
黙
の
あ
る
を
免
れ
‘
ざ
る
可
け
れ
♂
こ
も
、
今
日
五
日
人
の
前
に
提
供
せ
ら
れ
た
る
資
料
さ
方
法
ご
ケ
以
て
し
で
は
あ
れ
以
上
の
こ
ご
を
論
明
す
る
は
甚
だ
困
難
な
b
、
是
以
上
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
の
方
注
は
五
口
人
は
之
を
科
向
学
的
な
る
大
規
模
の
後
掘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
及
び
探
険
事
業
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
さ
信
宇
る
、
、
、
、
、
、
も
の
で
あ
っ
て
、
其
様
に
多
大
の
入
力
さ
費
用
さ
を
要
す
る
事
業
は
な
か
な
か
一
介
の
践
す
徒
の
獄
カ
で
は
遂
行
な
し
難
き
こ
ご
で
あ
る
か
ら
.
是
非
さ
も
今
反
の
濁
支
文
化
事
業
中
の
一
大
重
要
項
目
ご
し
で
相
官
の
年
月
ご
費
用
芝
、
之
に
関
係
あ
る
各
方
面
の
専
門
卒
者
の
協
同
的
努
力
ご
を
以
て
成
し
途
げ
る
様
に
致
し
皮
い
芯
切
望
す
る
も
の
で
あ
る
。
此
事
業
が
成
功
し
た
践
に
は
支
那
古
代
の
研
究
に
一
大
新
光
明
を
加
ふ
る
こ
ご
に
な
る
の
で
あ
ら
う
さ
思
ふ
の
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
後
掘
な
り
探
険
な
り
は
太
古
の
王
者
の
都
し
た
る
所
の
遺
跡
等
に
就
て
な
さ
ぎ
る
可
き
で
あ
九
る
が
愈
々
何
れ
の
地
が
其
の
地
駄
で
あ
る
か
を
決
定
す
る
こ
ご
も
亦
た
甚
だ
容
易
の
こ
ご
で
は
な
く
、
大
に
研
究
ヶ
要
す
る
こ
ご
で
あ
b
、
又
た
支
那
の
某
々
の
方
面
の
卒
者
も
営
局
者
も
充
分
英
の
必
要
を
諒
解
し
て
使
宣
伝
は
か
り
.
援
助
ぞ
奥
へ
る
稔
で
な
〈
て
は
成
功
し
難
い
こ
ご
で
あ
る
か
ら
、
点
方
々
山
首
支
文
化
事
業
ご
一
去
ふ
楼
な
も
の
〉
カ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
さ
一
五
ふ
『
}
ご
に
な
る
の
で
あ
る
。
九
(
乙
)
将
来
の
文
字
に
闘
す
お
研
究
是
も
非
常
な
る
大
事
業
で
あ
る
、
印
ち
日
本
ご
支
那
さ
は
将
来
如
何
な
る
文
字
を
用
ふ
る
が
よ
い
か
を
大
局
よ
り
考
究
し
て
出
来
上
ウ
た
成
案
を
質
施
す
る
さ
一
宮
ふ
の
が
其
の
一
般
的
考
で
あ
る
が
、
私
の
之
に
濁
す
る
主
張
ざ
し
て
は
、
官
て
来
車
経
済
研
究
誌
上
に
も
開
陳
し
た
こ
さ
の
あ
る
遮
り
日
支
の
問
に
兵
の
同
文
を
嚇
具
現
す
る
こ
さ
が
必
妥
で
あ
る
ご
す
る
の
で
あ
る
。
印
ち
ん
す
目
、
日
本
ご
支
那
ご
は
同
文
な
り
ご
裕
す
る
け
れ
ー
と
も
、
買
は
然
ら
守
し
て
車
に
同
一
な
る
文
字
奇
異
な
れ
る
文
法
さ
管
官
に
よ
り
て
使
用
し
っ
、
あ
る
の
で
ゐ
っ
て
、
同
宇
ご
は
認
ふ
こ
さ
が
出
来
て
も
、
同
文
ご
は
一
去
は
れ
な
い
の
で
ゐ
る
。
欧
米
諸
国
が
共
通
に
『
ァ
Y
ア
ア
ペ
y
ト
』
を
各
企
(
の
兵
れ
る
図
語
上
に
使
用
し
て
居
る
が
如
一
き
も
の
に
、
過
ぎ
な
い
。
吾
人
の
主
張
す
る
異
の
同
文
ご
謂
ふ
の
は
、
英
さ
米
さ
が
全
然
同
二
g
m
g
m
O
9
T
使
用
し
て
居
る
が
如
き
意
味
の
も
の
に
し
た
い
さ
一
去
ふ
の
で
あ
る
。
日
支
雨
図
に
亙
り
て
美
の
漢
字
の
読
一
背
骨
統
一
共
通
に
す
る
ぎ
一
エ
ふ
こ
さ
は
、
頗
る
難
事
で
あ
る
に
は
相
違
な
い
が
、
然
し
相
蛍
な
方
治
ご
努
力
ご
を
以
て
す
れ
ば
、
決
し
て
至
難
の
業
さ
一
玄
ふ
可
き
で
な
か
ら
う
さ
忠
ふ
。
支
那
が
況
に
凶
一
昔
図
誌
の
統
一
事
業
に
若
手
賀
行
し
つ
〉
あ
る
を
見
て
も
賀
行
可
能
の
業
で
あ
る
こ
ご
は
分
る
次
第
で
あ
る
o
肢
に
支
那
四
百
州
さ
一
去
ふ
大
地
域
大
人
口
に
お
し
て
其
使
用
す
る
図
昔
同
誌
の
統
一
一
か
出
来
る
な
ら
ば
之
ヶ
更
に
も
う
少
し
披
張
し
て
、
支
那
凶
内
に
止
め
歩
、
日
支
共
同
し
て
斯
の
事
業
ぞ
遂
行
し
た
い
さ
忠
ふ
の
で
あ
る
。
立
(
ご
同
時
に
五
日
人
は
日
本
の
片
仮
名
、
平
仮
名
、
羽
鮮
の
諺
文
、
支
那
の
封
文
文
化
事
業
さ
吾
人
の
之
に
泊
す
る
若
干
の
希
望
最
近
制
定
し
た
注
意
字
母
の
如
き
一
音
標
文
字
は
ど
う
し
ー
も
漢
字
の
補
助
ご
し
て
必
要
で
あ
る
が
、
現
A
1
の
如
く
漢
字
伝
共
同
に
使
用
す
る
図
々
の
問
に
其
等
の
も
の
が
分
立
特
存
す
る
こ
さ
は
甚
だ
不
便
不
利
で
あ
る
か
ら
、
此
を
整
理
統
一
す
る
か
、
又
は
新
に
進
歩
せ
る
一
音
標
文
字
を
制
定
し
て
之
合
日
支
共
通
の
使
用
に
供
し
た
な
ら
ば
よ
か
ら
う
ご
思
ふ
の
で
あ
る
。
次
に
は
漢
字
の
数
を
制
限
す
る
こ
さ
に
閲
し
て
も
、
も
う
一
歩
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
元
来
文
字
の
如
き
は
数
千
年
来
積
集
し
た
る
文
化
の
産
物
で
あ
っ
て
大
海
の
魚
族
、
大
陸
の
草
木
が
、
自
然
に
泌
氏
生
蕃
殖
進
化
の
結
果
今
日
の
'
如
き
多
く
の
種
類
が
出
来
た
撲
な
も
の
で
ゐ
る
。
進
化
の
理
法
に
よ
る
淘
汰
の
結
果
で
あ
っ
て
其
の
問
に
自
ら
趨
者
存
祭
の
理
法
が
行
は
れ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
人
怨
的
に
制
限
な
♂
こ
を
加
ふ
る
ご
も
進
化
の
理
法
に
合
致
せ
玄
る
に
於
て
は
皐
一
克
無
殺
で
あ
っ
て
大
海
の
魚
放
の
蕃
殖
に
人
怨
的
の
制
限
を
加
へ
ん
ざ
す
る
が
如
き
も
の
で
あ
る
。
五
日
人
は
寧
ろ
之
伝
文
化
上
の
自
然
淘
汰
に
委
す
る
の
賢
な
る
営
信
十
る
も
の
で
あ
る
。
一
歩
合
議
り
て
便
宜
一
九
三
商
業
主
経
済
上
必
要
上
出
来
得
る
限
り
〈
口
理
的
の
方
法
を
以
て
漢
字
数
を
制
限
す
る
に
於
て
も
日
支
の
共
同
一
卒
業
ざ
し
て
之
念
行
ふ
を
可
ど
す
、
的
絞
ら
守
し
て
日
本
に
於
て
仮
令
二
千
字
に
制
限
す
る
も
、
支
那
は
之
ぞ
七
千
宇
.
(
民
図
二
年
渓
字
誌
一
品
目
統
一
合
の
審
議
の
結
果
漢
字
を
七
千
徐
字
に
、
一
公
選
限
定
す
る
こ
芝
、
な
り
居
れ
り
)
に
制
限
す
ご
せ
ば
、
其
の
差
の
五
千
字
は
泊
々
ご
し
て
支
那
よ
り
日
本
に
入
り
来
る
可
く
、
若
し
共
の
流
入
念
防
止
す
る
な
ら
ば
、
日
支
の
遮
信
交
通
に
至
大
の
溢
滞
を
来
す
可
し
、
日
本
草
加
仰
の
漢
字
制
限
論
者
は
斯
か
る
安
際
問
題
に
濁
し
て
果
し
て
如
何
の
策
を
施
さ
ん
ざ
す
る
か
、
日
政
に
吾
人
は
是
等
の
問
題
は
日
支
共
同
し
て
恨
宝
に
其
の
研
究
?
な
し
遠
大
の
企
国
を
以
て
束
亜
文
化
の
向
上
俊
一
連
を
理
想
ご
し
て
之
を
解
決
す
可
き
も
の
で
あ
る
ご
信
歩
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
お
支
文
化
卒
業
に
於
て
営
然
兵
先
に
其
の
研
究
題
目
ご
な
す
可
き
も
の
で
あ
る
ご
思
ふ
も
の
で
ホり
4
0
0
論
者
或
は
漢
字
の
難
読
な
る
こ
さ
訟
指
摘
し
て
寧
ろ
之
舎
廃
止
し
、
他
の
文
字
争
以
て
之
に
代
へ
ん
ご
一
九
四
唱
ふ
る
も
の
あ
れ
ざ
も
.
日
疋
れ
多
く
は
宗
一
想
家
の
夢
想
的
議
論
に
し
て
甚
だ
非
貫
際
的
の
見
解
な
b
、
今
日
漢
字
を
使
用
す
る
国
民
の
人
ロ
ケ
見
る
に
支
那
の
四
億
三
千
三
百
高
さ
我
日
本
の
七
千
七
百
高
、
此
の
こ
図
の
み
に
て
五
億
一
千
両
あ
b
、
古
今
東
西
、
何
彪
に
斯
か
る
大
な
る
人
口
に
よ
り
て
使
用
せ
ら
る
〉
文
字
あ
る
か
、
英
語
、
露
語
.
濁
語
、
偽
語
、
両
班
牙
誌
等
は
所
謂
文
明
図
強
大
図
が
使
用
す
る
言
語
文
字
な
る
が
故
に
世
界
に
於
て
茶
の
勢
力
大
な
る
が
如
〈
見
ゆ
る
さ
離
も
其
の
人
口
の
上
よ
り
見
る
さ
き
は
五
億
三
去
ふ
漢
字
使
用
人
口
の
偉
大
に
比
す
可
き
も
の
絶
て
こ
れ
あ
る
こ
さ
な
き
也
、
新
か
る
偉
大
な
る
文
化
上
の
利
器
を
廃
棄
せ
ん
ざ
す
る
者
の
無
誌
や
、
暗
忠
や
会
く
常
識
争
以
て
理
解
す
可
か
ら
ぎ
る
所
で
あ
る
。
漢
字
の
筆
劃
難
溢
な
る
も
の
少
な
か
ら
5
る
其
の
不
使
ご
不
利
子
」
は
五
日
人
元
よ
り
之
を
知
る
、
故
に
五
日
人
は
漢
字
の
改
良
修
正
の
要
を
唱
ふ
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
改
良
に
も
修
正
に
も
文
字
卒
、
一
一
一
一
日
諸
島
一
上
の
基
礎
ゐ
る
考
究
の
結
果
を
待
つ
可
き
も
の
に
し
げ
」
一
時
一
時
代
の
便
宜
、
一
部
俗
人
の
思
付
等
に
よ
り
て
軽
々
に
之
を
改
h
u
可
き
に
は
ゐ
ら
や
J
ご
信
守
る
も
の
で
ゐ
る
。
且
つ
此
の
貼
に
於
て
も
日
支
は
共
同
し
て
事
合
完
成
す
る
こ
ご
が
必
要
ゐ
る
ご
主
出
抗
す
る
も
の
で
あ
る
。
十
以
ム
は
五
口
人
の
封
支
文
化
事
業
に
細
別
す
る
希
望
の
主
要
な
る
一
一
闘
で
あ
る
。
倫
ほ
他
に
幾
多
の
希
望
も
な
い
で
は
な
い
け
れ
ぎ
も
、
先
づ
上
記
の
如
き
根
本
的
事
項
に
主
力
を
傾
注
し
て
遠
大
な
る
致
呆
を
翠
げ
る
に
カ
め
る
こ
さ
が
最
も
重
要
で
あ
る
。
多
岐
に
亙
る
を
避
け
、
経
費
の
分
割
を
戒
h
u
る
に
あ
ら
、
ざ
れ
ば
遠
大
の
始
以
来
は
奉
げ
難
い
。
切
に
蛍
局
関
係
者
の
慎
重
な
る
考
慮
を
乞
ふ
て
己
ま
ぬ
次
第
で
あ
る
。
野
文
文
化
事
業
吉
正
同
人
の
之
に
封
ず
る
若
干
の
希
墓
一
九
五
